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所在地：神奈川県川崎市
設立年：1980年
HP https://www.nedo.go.jp/

個人の事業者の方は、
所在地、設立年、HP、ロゴの記載・
掲載はご不要ですので削除してください。

株式会社ネド
（●●大学発スタートアップ）

会社ロゴ

●●●●●●●●●●●●●●●●技術を活用し、大規模かつ体系的な▲▲▲▲▲▲▲
▲▲▲▲▲▲▲▲▲の研究を行うプラットフォームの開発、□□□□□□□□□□□□□□□□
のリスクを軽減した事業化・社会実装により、の課題を解決することで、○○○○○○○○○○
○○の達成を目指す。

本研究開発では、▽▽を改良した◎◎を開発し、従来の既存の製品とは異なる◇◇を実装することに
よって課題解決を図る。
また、下記に掲げるPoCを達成することで、◆◆の達成を目指す。

①・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・の実験
②・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・の評価
③・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・の実証

本研究開発において、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○を達成。
今後、○○○○○○○○○○○を目指す。
○○○○年度○○○○賞を受賞。
○○○○年に○○億円を調達。

※事業成果は事業終了以降に記載をお願いいたします！！

作成/更新：２０２５年７月

記載例
NEP2026
躍進コース

次世代医薬品の進化を阻む大きな壁の一つが、「分離・精製」である。抗体、エクソソーム、核酸医
薬では、精製工程の遅さや高コストが開発・製造のボトルネックとなっている。
独自の多孔質材料「スポンジモノリス（SPM）」により、この常識を変える。低圧・高速・高耐久で、多

様なバイオ医薬品に対応する新たな分離基盤を構築し、医薬品開発の迅速化と製造コスト低減を実
現する。

次世代モダリティ医薬品製造を支える分離精製基材の開発とグローバル供給事業の創出
（２０２６年度～２０２７年度）

SPMの実用化に向け、細孔サイズや表面機能の最適化を進め、EV、ウイルスベクター、細胞など次
世代モダリティに対応する分離性能の高度化を図る。同時に、国内外のバイオ医薬・CDMO企業への
情報発信、ヒアリング、パイロット提案を通じてSPMの認知拡大と市場ニーズの検証を進める。

さらに、共同研究先、実装企業、事業開発人材との連携を強化し、グローバル展開を見据えた事業
化パートナーシップを構築する。

SPM株式会社
（京大・京都府大発スタートアップ）

所在地：京都府向日市
設立年：２０２６年
HP：https://spm-kyoto.com/

作成/更新：２０２６年９月
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